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広報誌への広告掲載希望者募集！
毎年 2回（3月・9月予定）発行される、埼玉東支部広報誌への広告掲載希望者を募集いたします。

広報誌は埼玉東支部の会員約３４０社に直送便にて送付され多くの会員様が
読まれます。到着は発行月の月末となっています。
不動産業者はもちろん、不動産業にゆかりのある業者様その他、営利を目的
としない生活情報等、幅広く募集いたします。
　※掲載には一定の条件があります。ご確認ください。

【掲載費用】
営利を目的としない生活情報等　 ￥5,000（税込）
　　　　　　　その他の掲載物 　￥10,000（税込）

【発行部数】７００部
【お問合せ】支部事務局まで（048-932-6767）
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　八潮市は埼玉県の東南部に位置する。西に綾瀬川、東に中川、その他に葛西用水、八条用水と昔から水と縁の深い水田地帯だった。南は東京都足立区・
葛飾区に隣接している。東は中川を挟んで三郷市と隣接している。西・北は草加市と隣接している。昭和 28 年 (1953 年 ) に公布された町村合併促進
法に伴い、八條・潮止・八幡の三村合併が協議された。なかなか合意に至らなかったが、八條村大字立野堀地区 ( 現草加市稲荷 ) を分離し、新村名は
三村の頭文字をとって「八潮」とすることで合意し、昭和 31 年 (1956 年 )9 月 28 日に八潮村が誕生した。昭和 39 年（1964 年）10 月 1 日、町制
施行により八潮町となる。昭和 47 年（1972 年）1 月 15 日、市制施行により八潮市となった。市域には長い間、鉄道は無かったため、「陸の孤島」
と呼ばれることもあった。市域が南北に長いこともあり、通勤・通学には南部地区の住人はバス便にて綾瀬・亀有駅へ、中部・北部の住人は草加駅を
利用することが多く、経済圏は分断されていた。
　市の南部に首都高速６号三郷線が 1985 年（昭和 60年）に開通した。それ以降、八潮市は東京に一番近い工業地帯として発展していく。金属工業・
機械工業を中心に規模は小さいながら、各種の工場が林立する埼玉県第 3 位の工場数を誇る工業地帯である。この工業を中心とした街の成り立ちが
良い意味でも悪い意味でも八潮市のイメージとして形成されていくことになる。　
平成 17 年（2005 年）のつくばエクスプレスの開業は八潮市にとって革命的な出来事だった。秋葉原駅まで 17 分という利便性もあり、都内で働く、
いわゆるホワイトカラー族が一気に押し寄せ、住民として居を構えるようになった。　　　
前号でも述べたが「21世紀は都市間競争の時代」と言われている。人口問題が各自治体にとって重要になればなるほど、自治体間での人口の「取り合い」
は加速している。個性的かつ柔軟性を持った行政運営をし、個々の自治体が「これだけは他には負けない」という施策を最大限に推進することは重要だ。
そして差異化戦略により、都市間競争に勝ち続けることが求められているのだ。人口維持あるいは増加を目指していくためには、自治体がそれぞれの
地域性や空間的特徴などの個性（特色）を活かさなければならない。住民は自分が望む行政サービスを行う自治体に住むことを望み、望まない自治体
からは離れていく。
　それは、よい施策を展開している自治体には住民が集まる一方、施策の乏しい自治体からは流出してしまうということではないだろうか。
都市間競争に勝つためにいろいろな施策を仕掛けなければ負け組になってしまう。では、八潮市はどの様な施策を仕掛けているのか？　
まちづくりをリードする大山忍市長に聞いてみた。 

こんな『まち』に住みたい。～埼玉県八潮市～特
集 　八潮市はもともと大消費地である東京へ農産物を供給する農村だったわけです。交通網がまだ発達

する以前から都心に 15 ㎞という立地が八潮の農業を支えてきました。高度成長時代から宅地開発が
進み人口は右肩上がりでしたが、一時は横ばい状態が続きました。しかし、つくばエクスプレスが開
業し、状況は一変しました。もともと「常磐新線」として計画されたつくばエクスプレスは「大都市
地域における宅地開発及び鉄道整備の一体的推進に関する特別措置法」の制定とともに建設されまし
た。鉄道が開業すると一気に沿線の宅地開発が進み、ここ数年でも毎年 700 ～ 1,000 人程度の人口
が増加しています。
　秋葉原駅までの所要時間が 17 分という優位性は何事にも代えられない長所だと思います。ただ、
残念なことは、当初、つくばエクスプレスは、東京駅とつくば駅とを結ぶ予定でしたが、費用や工事
難度等の問題があり、秋葉原駅が南の終着駅となりました。東京駅と秋葉原駅はわずか 2駅

Ｑ１．八潮市の現状（長所・欠点）をどの様にお考えですか？

Ｑ２．つくばエクスプレスが開業してから変化はありましたか？
　つくばエクスプレスは「大都市地域における宅地開発及び鉄道整備の一体的推進に関する特別
措置法」の制定とともに建設されました。この法律はつくばエクスプレス建設のためにだけ制定
された法律で、後にも先にも他で適用された事例はありません。要するにつくばエクスプレスを
造るけれど、造るからには沿線の開発を必ずしなくてはならないという事だった訳です。当然の
ことのように沿線の関係各自治体は区画整理事業を進めながら宅地の造成に努めてきたわけです。
結果として、当初、30 年は建設費の償還に期間を要すると見られていましたが、平成 20 年度
（2008 年）は約 18 億円の最終赤字だが約 4 億円の営業黒字、平成 21 年度（2009 年）は約
1500万円の最終黒字、平成22年（2010年）度は約21億円の最終黒字をそれぞれ計上しています。
沿線の殆どの駅で利用客数が大幅に伸びています。八潮駅も一日当たりの乗降客数が、平成 17
年度（2005 年）に 6,546 人でスタートしましたが、平成 28 年度（2016 年）には 20,613 人と
約 3 倍に増えました。現在は 6 両編成で運転していますが早いうちに 8 両編成にする必要がある
かもしれません。
　八潮駅周辺には区画整理に伴い、商業集積や公共公園もできました。以前はけやき通りに商業
施設が集中していましたが、これからは駅を中心として発展をしていくのではないかと思います。
　乗降客が増加しているという事は、バス便にて「綾瀬駅」「草加駅」を利用していた従前の住民
の方が「八潮駅」を利用するようになったという事だけでなく、市外から移り住んできた新しい
市民の方が増えたという事です。この新しい市民の方の多くは 20～ 30 代の若い世代が多いとい
うのも特徴だと思います。

「住みやすさナンバー 1（ワン）のまち」を目指して、八潮！

八潮駅前

旧藤波家住宅
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花桃まつり

八条親水公園

Q3. 少子高齢化が予想されています。
　　若い人に選ばれる街になるためには何が必要と考えていますか？ 

の違いなのですが、その経済効果は大違いであると感じています。今後も、東京駅までの延伸を関係自治体と共同して要望していこうと思っています。
　八潮市は昭和 35 年（1960 年）に工場誘致条例を施行し、市外から多くの工場が転入してきました。特に製造業を営む事業所数は金属製品製造業、
パルプ・紙・紙加工製造業、プラスチック製品製造業を中心に現在 1,470 事業所数を数えます。埼玉県下では第 3位、全国でも第 54位の規模があり、
国内有数の工業都市となっています。市民一人当たりの所得も 2,934 千円（平成 26 年度調べ）と埼玉県内でも上位（40 自治体中第 10 位）に位置し
ています。
　欠点としては「八潮市はもともと持っているポテンシャルを活かしきれていない」という点だと思います。以前は「八潮」と言っても「品川区の八潮」
と勘違いされる程、その認知度は低かったのです。やはり、正確で前向きな情報を常に発信していかなければならないと感じます。

　少子高齢化が進む中で人口減少問題は全国的な問題となっています。都心から 15 ㎞と好立地に位置する八潮市でも将来的には人口減少に転じるこ
とが予想されています。現在、八潮市はつくばエクスプレスの開通による利便性の向上の影響もあり、人口の増加が続いています。この傾向は平成
37年（2025 年）頃まで続くものと考えられています。その後、減少局面になります。人口減少は税収の減少や生活インフラ（商業施設、公共交通、教育、
医療・福祉等）の衰退を招きます。結果として市全体の活動規模が縮小していく恐れがあります。



　シティプロモーションは自治体間競争の中では逃れることのできないことと思っています。八潮市では「八潮市シティセールスプラン」を平成２
９年３月に策定し、本格的なシティプロモーションを始めました。
八潮市の認知度ですが、東京都 23 区の住民の約 7 割が八潮市を知っているそうです。しかしながら、そのイメージについてはあまり良いとは言え
ません。市のイメージは、定住意向、来訪意向に直結します。良好なイメージを持ってもらえるような効果的な情報の発信が重要です。つくばエク
スプレスの開通に伴い、人口の流入・流出が多くなっています。その多くは 20歳代を中心とする若い世代であり、この世代は、大学進学・就職・結婚・
出産やマイホームの購入など、人生のライフステージにおいて転機を迎える世代です。こうした世代がこれからの生活の場として八潮市を選び、ずっ
と住み続けたくなるような情報を提供し、イメージを向上させていくことが必要です。シティセールスは、既に多くの自治体が取り組んでいます。
それぞれの自治体が、自然や買い物環境、子育て環境などの強みをアピールしている中で、八潮市も他の自治体とは異なる強みを発信する必要があ
ります。
　八潮市は、これまでに教育や生涯学習を積極的に進め、市民とともに「学び」のまちづくりに取り組んできました。八潮市の強みとしてこの「学
び」を他自治体に先んじる強みとしてアピールしていこうと思っています。そこで八潮市はこの「学び」に更なる磨きをかけ、様々なまちづくりの
取り組みに「学び」の視点をかけあわせ、市内外の方が八潮市のことを楽しく学び、八潮市で楽しく学ぶことができるように「楽しく学ぶ」をメインテー
マとしています。そして、効果的なシティセールスを推進するために20歳代から30歳代をメインターゲットとしています。この世代はSNS（ソーシャ
ル・ネット・ワーキング・サービス）を大きな情報源としています。従来の情報発信の手段であった、パブリシティ・自主媒体・広告・イベントと
市民主体の SNSやホームページの等の媒体を利用していこうと思います。

夜市（八潮駅前公園）

Q4. 若い人（納税をしてくれる人）を呼び込むためには教育面の充実は
　　重要だと思いますが具体的な施策があればお聞かせください？

　 八潮市の人口は、つくばエクスプレスが開業した 2005 年を境に大きく増加しています。また
出生数は 1995 年以降、700 ～ 800 人台で推移しています。繰り返しになりますが、20 歳から
30 歳の若い世代の人たちに魅力あるまちづくりをしていくことは、少子高齢化が進む今、最重点
課題となっています。勿論、教育面の充実は重要です。八潮市は平成 3 年（1991 年）に埼玉県
下初となる「生涯学習都市宣言」を行って以降、生涯学習によるまちづくりを展開するなど、「学
び」に関してさまざまな取組みをしてきました。いくつか例をあげますと、平成 23年（2011 年）
に「ジョイスタ（土曜勉強会）」を始めました。児童・生徒が楽しく学びながら学力を向上させる
ことを目的として、補充的な学習（パワーアップ教室）、特別授業教室、入試対策教室やサマー（ウィ
ンター）スクールを開催しています。平成 26 年（2014 年）には「八潮こども夢大学」を開講い
たしました。これは子どもたちの学習に対する興味や関心を喚起させ、知的好奇心や探求心をか

Q5. 都市間競争が提起されていますが、
　　シティプロモーション等は実施されていますか？

Q6. 八潮市の将来について具体的なビジョンがあればお聞かせください

Q7. 私達、不動産業者がお手伝いできることはありますか？
　少子高齢化が進む中で考えられることとして、独居世帯が増加する、空家が増える、公共イン
フラ用地の未利用地が出てくる等が考えられます。この公共用地は行政の新たな収入源となるも
のと考えられます。有効活用をしたり、優良な住宅地として販売することもあり得ます。その時
にはお力をお貸しください。
　宅建業界では建物状況調査（ホームインスペクション）の活用が盛り込まれた宅地建物取引業
法の改正が成立するようですが、消費者が安心して中古住宅の売買ができるように、住宅の質に
対する情報提供をこれからもお願いいたします。

トップの熱い思いと強いリーダーシップがまちを変える！
　八潮市の歴史は古い、鎌倉幕府が編さんした歴史書『吾妻鏡』に八條郷の名が記されている。室町時代には「市」も開かれ「八十市」と
呼ばれ賑わっていたようだ。こうした人の往来や流通の発展の背景には、市域を縦断した鎌倉街道の脇街道・小金道〔こがねみち〕( 八條・
利根川の渡し・彦名〔ひこな〕・流山〔ながれやま〕・小金を結ぶ道 )・矢古宇道〔やこうみち〕( 八條・青柳・矢古宇と連絡する道 ) などの
古道の分岐点に位置する陸上交通の要衝であったこと、利根川等を利用した舟運など交通網の整備等多くの要因が考えられる。
八條村・潮止村・八幡村の合併より八潮市の原型が誕生したが、時代に即した鉄道網が不足したことが住宅地としての発展に障害となった
と思われる。つくばエクスプレスの開通により人口が急増したことが証明している。やはり、鉄道の存在は大きい。
市内を横断する首都高速６号三郷線の開通は多くの工場の進出を促し、工業地帯として発展した。市内外からこの工場群を目的地として多
くの人々が往来するようになった。残念なことだが、首都高速６号三郷線沿い調整区域としては長い間開発されずにいた。その間に残土置
き場や廃材置き場として乱雑な利用をされることが多かった。このイメージが住宅地として選択されずにいた要因となっていたのではない
かと思えてしょうがない。このまちの環境を顧みない開発は行政だけの責任ではない。まちづくりの一端を担う私達不動産業者の責任でも
ある。将来を見据えた都市づくりは官民が足並みをそろえて創り上げなければならないとおもう。
悪いイメージは簡単に拡がる。良いイメージを醸成するのは困難なことであるし時間もかかる。
　少子高齢化の進む中で、次世代を担う子育て世代を獲得し、「この街に住みたい、住み続けたい」と思ってもらうためには住環境や教育な
どの充実は不可欠だ。
　八潮市はまだ開発されていない資源が多く残っている。この資源を効率よく利用するにはやはりトップの考え一つだと言える。大山市長
には今後も強いリーダーシップを発揮されて「住みやすさナンバー 1（ワン）のまち」を実現してほしい。（文：吉田良一）
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　平成 27 年に「定住等に関するアンケート調査」を実施しました。都内に住む
方たちから「まちの様子を知らない」「あまり良いイメージが無い」といった回
答も寄せられました。この様なマイナスイメージが先行すると、さらなるイメー
ジダウンを引き起こす悪循環になりかねません。八潮市のイメージアップを図る
ために「まちの魅力」を市内外に発信することが必要であると思っています。
　近年はインターネットの普及により、特に 20 歳から 30 歳などの若い世代を
中心に SNS（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）の利用率が高まって
います。八潮市も従前の情報発信の手段に加えて、口コミや SNS などを利用し、
相乗効果が得られるようにしています。八潮市には観光名所や温泉などはありま
せんが、「ものづくりのまち、川に囲まれた地形、歴史等」様々な魅力ある資源
があります。これらを新たな切り口で PRしていきたいと考えています。

八潮こども夢大学

　八潮市は農村から工業都市となり、そして現在、優良な住宅地として変貌しているところです。
しかしながら、将来を見ると少子高齢化の波は八潮市にも間違いなくやってきます。当然のこと
ですが人口も減少する局面もやってくると考えられます。その時にどんな問題が発生するのかを
見越したまちづくりをしなくてはならないと考えています。今、八潮市は公共インフラの老朽化
が進んでいます。これらを修復するには莫大な費用が掛かります。また、人口が減るという事は
学校等の公共的施設が必要以上に多くなるという事も考えられます。八潮市の財政に大きく貢献
していただいている事業所の施設も老朽化したり、人手不足や環境問題で他所へ移転することも
あり得ます。そうなれば、十分な税収が見込めず、満足な行政サービスができない等の問題が発
生しかねません。
　そこで平成 28 年（2016 年）に八潮市アセットマネジメント導入基本方針を定めました。市
民が「このまちで住み続けたい」と思えるまちづくりをしていきたいと思っています。また、地
下鉄 8号線の誘致にも力を入れていきたいと考えています。
　八潮市は、草加市、越谷市、吉川市、松伏町、千葉県野田市を含む関係 11自治体で構成する「地
下鉄 8 号線建設促進並びに誘致期成同盟会（会長：越谷市長）」として、事業化に向けた調査研
究や国や県に対して事業化に向けた要望活動などに取り組んでいます。引き続き、同盟会を通じ
て建設促進に向けた活動を行っていきます。

き立てるため、様々な分野の大学等と連携し、講義、体験学習や施設見学をしています。
　　また、義務教育課程でのレベルアップを図っています。平成 18 年（2006 年）に八潮市小中一貫教育特区が認定されました。他自治体に負けな
い教育、「健全な身体に健全な精神が宿る」の実践として児童・生徒の体力増進に力を入れています。市内には県立高校が 2 校あります。学力・体力
が向上した子供たちがこの高校に進学すれば、必然的に二つの高校もレベルアップするものと考えています。

大瀬の獅子舞

八潮市市内一周駅伝大会八潮市市内一周駅伝大会

大山市長と広報委員会

　また、安心して子育てができるまちとして、「待機児童ゼロのまち」を目指しています。昨年、待機児童ゼロを達成したのですが、人口増加に追い
付かないという現実もあります。収容施設、人数を増やすなど、今後も「待機児童ゼロのまち」を目指していきます。



平成３０年定時総会開催

5 6

　昨年は、当協会も創立５０周年を迎え、各記念事業も盛大に行われました。当支部も越谷、埼葛との合同開催により記念事業を行い、６００名ほど
の会員の参加をいただき成功裏に出来ました事に感謝を申し上げます。この様に本年４月より近隣支部が共同で事業を行う「エリア制」が始まります。
当支部は「東部エリア」となり埼玉東、越谷、埼葛の３支部が共同で事業を行ってまいります。エリアによる共同開催により各支部の経費が大幅に削
減され、会員サービスの低下を避ける事が出来ると思っております。　
　又、昨年は「空家などの低額物件の媒介に関する媒介報酬の改正」があり、本年１月１日より施行となりました。手数料の改正は昭和４５年以来となり、
全政連、全宅連を先頭に行政に対し陳情、要望活動を行ってきた結果と思っております。
今後も会員皆様の仕事に貢献できるよう、行政に対し陳情、要望活動を行って参ります。
本年も会員皆様の益々のご繁栄、ご健勝を祈念しご挨拶とさせていただきます。

　総会の後は総勢１６０名余りで新年会が盛大に開催されました。司会の三遊亭春馬師匠の軽妙なトークで会場を和ませていただき、参加した皆様の
笑顔が絶えない新年会でした。
　年に一度ではございますが、多くの会員が参加して頂ける新年会を大切にしていきたいと思いますので、新年会についてのご要望等ございましたら、
遠慮無く事務局に申しつけて下さい。今後ともよろしくお願いします。

定時総会の様子

新年のご挨拶 各地区近況及び副支部長報告

　昨年来、皆様にご協力をお願いしておりました草加市柿木地区産業団地整備事業に伴う用地情報提供についてご報告いたします。この事業は埼玉県
が主体となり草加市と共同で企業誘致を進めていますが、ほぼ進出企業も出揃ったようです。しかしながら、計画地区内の地権者には代替地を要望さ
れている方も多く、まだ、代替用地の情報が必要とのことでした。情報をお持ちの方は是非、草加市都市計画課までご連絡くださいませ。　
　新田駅東口地区では、建築物を建築する際のルールとなる地区計画及び準防火地域の都市計画決定が行われております。取引の際注意していたけれ
ばと思います。「新田駅東口地区都市計画の概要」・建築物等を建築する際に必要となります。「新田駅東口地区まちづくりルールブック～地区計画届出
の手引き編～」等がありますので活用していただければと思います。
　結びに、草加市と当支部とで協定を結んでいます「町会自治会加入促進」の更なるお願いをいたします。加入促進について草加市役所、自治文化部
みんなでまちづくり課へご連絡の上、加入のご協力をお願い申し上げます。以上でご挨拶並びに草加地区の近況報告とさせていただきます。

草加地区近況報告 副支部長 兼 草加地区地区長　木村忠義

　八潮地区においては、特段の地区活動を実施しておらず、公益社団法人の団体として、行政との宅地建物取引業に関する意見提言として八潮市民美
化運動推進協議会・八潮オウム真理教対策協議会・八潮市暴力排除推進協議会・やしお市民まつり実行委員会・八潮市特定空家等特定居住物件調査審
議会への委員の参画また、自然環境保全活動として大曽根の湿地ビオトープを守る会への委員の参加をし、年１２回に及ぶ行政での不動産無料相談を
実施して、市民・消費者への不動産取引知識にかかる普及啓発及び安全取引にかかる情報提供活動を実施しております。
　今後も、市民・行政への公益社団法人の団体として地域に貢献してまいります。

八潮地区近況報告　 副支部長 兼 八潮地区地区長　吉田準一

　平成２８年、２９年の２年間、副支部長兼三郷地区長を務めさせて頂きありがとうございます。さて、三郷地区の近況ですが、つくばエクスプレス
線三郷中央駅前に、におどり公園があります。それと隣接する三郷市所有のイベント用の土地２，５８１㎡（７８０坪）に、（株）東横インホテル（１
４階建２２０部屋）、多目的公共施設（３階建）、立体駐車場（９８台収容）等の３棟の建設が市議会で決定致しました。平成３１年夏頃には完成予定
とのことです。益々三郷も便利で住みやすい街になり、更に人口も増加するものと思います。そして、私達の不動産業の仕事も一層活発になるのではと、
期待しております。

三郷地区近況報告　 副支部長 兼 三郷地区地区長　鈴木邦男

　新年あけましておめでとうございます。
会員の皆様には日頃より支部運営にご支援、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
過日は平成３０年支部定時総会が開催され、上程議案が全て可決承認いただきま
した事に感謝とお礼を申し上げます。
当支部は発足して本年４月で１７年目に入ります。昨年度末時点で３３３社の会
員数でしたが、現在３３９社と増加傾向になっております。中でも今期の新規開
業入会は１１社あり、この地域の不動産市場の活況が反映されているのではない
かと思われます。
特につくばエクスプレス、外環自動車道、東埼玉道路などのインフラ整備が進み、
今後も発展が見込まれるこの地域での開業が増えていくものと期待しております。 支部長　榎本　隆雄

　専務理事の宗像です。平成３０年１月２３日草加駅前のアコスホールにて定時
総会が開催されました。前日の大雪にもかかわらず、多くの会員がご出席をして
いただきました。ありがとうございました。
　審議していただきました３議案については、皆様の賛同をいただき承認可決い
たしました。報告事項で申し上げましたとおり支部理事、監事の定員が平成３２
年４月１日より減ります。また委員会も集約され３委員会になります。この様に
スリム化を図ることで経費を減らし、組織の運営を続ける意図がございます。こ
の考えの基にエリア制も４月１日よりスタートします。当支部・越谷・埼葛支部
の３つを合わせ「東部エリア」になります。各支部が行っていた会員研修会等を１ヶ
所でやることで、他の２支部の研修会費用が削減されることになります。経費削
減をしながら会員サービスは低下させないと言う思いで取り組みますので、何卒
ご理解の程よろしくお願い申し上げます。今回の任期をもって退任されます、福
脇監事、栗原理事、恩田監事、吉田（良）理事、船戸理事様、今まで長年に亘り
支部に貢献していただき、誠にありがとうございました。本当に感謝の気持ちで
一杯です。皆様の今後の活躍とご多幸をお祈りいたします。

 ( 有 ) 幸栄商事 代表取締役　河井孝夫 様 (７４歳 ) が
　　　　　　　　平成３０年２月３日にご逝去なさいました。

選挙管理委員会　委員　            平成６年５月就任　　平成９年５月退任
監事　　　　　                        平成９年５月就任　　平成１２年５月退任
本部代議員　　　　　               平成１２年５月就任　平成１４年５月退任
理事　　　　　                        平成１４年５月就任　平成１６年５月退任
監事　　　　　                        平成１６年５月就任　平成１８年５月退任
理事　　　　　                        平成１８年５月就任　平成２２年５月退任
40周年記念式典特別委員会　委員　平成１８年５月就任　平成２０年５月退任

専務理事　平成１４年４月就任　平成１８年３月退任
支部長　　平成１８年４月就任　平成２８年３月退任
顧問　　　平成２８年４月就任　現在に至る

埼玉東支部

（保）総務財務委員会　委員長　平成１８年５月就任　平成２２年５月退任
公益法人制度改革対策特別委員　平成２０年５月就任　平成２２年５月退任
副会長　　　                        平成２２年５月就任　平成２８年５月退任
（保）副本部長　　　　　　　 平成２２年５月就任　平成２８年５月退任
綱紀委員会　委員　　　　　　平成２２年５月就任　平成２８年５月退任
（保）除名審査委員会　委員　 平成２２年５月就任　平成２８年５月退任
組織整備特別委員会　副委員長　平成２４年５月就任　平成２８年５月退任
顧問　　　　　　　　　　　　平成２８年５月就任　現在に至る

県協会本部　

訃
報  当支部発足時より、長きに渡り要職を歴任され、支部発展に多大な功績を残されました。

ここに生前のご厚誼を深謝し、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

理事を退任される皆様 新年会の様子 草加市田中市長のご挨拶



埼玉東支部委員会報告

　日頃より当委員会の活動にご理解ご協力をいただき、誠にありがとうございます。情報提供委員会では、昨年の 10 月末より各地域にて開催
された不動産フェアを担当させていただきました。やしお市民祭りは台風の影響で中止となってしまいましたが、草加ふささら祭り・街グル
in 草加・三郷産業フェスタでは、カイロ・うまい棒・ティッシュの無料配布を通じての協会 PR、不動産無料相談を行うことができました。
　また、2月 8日（木）には「やしお生涯学習館」にて「IT重説　スタートアップ研修会」と題しまして、IT研修会を開催いたしました。多
くの参加者にお越しいただき、「IT 重説」への関心の高さを改めて実感いたしました。現在、売買に向けての社会実験も進んでおり（現在は
賃貸のみ）、今後、より一層業界のオンライン化が進むこととなります。また、本年 4月 1 日からは、建物状況調査（インスペクション）に関
する規定が施行されたりと業界全体が大きく変化しています。今後も当委員会では、様々な最新情報を会員の皆様へお届け出来るよう、情報
提供をして参りますので、引き続きのご支援ご協力のほど宜しくお願いいたします。

情報提供委員会 委員長　小勝　元貴

　会員の皆様には、協会並びに支部の活動にご理解いただき誠に有難うございます。総財務委員長としまして、２年間チャンスをいただき多
くの事を経験させていただいたことに大変感謝しております。この２年間総財務委員会では、公益社団法人として予算配分の見直しと、それ
に伴う無駄な経費の見直しをはかるべく多くの時間を割いて参りました。各委員会と会員の皆様の協力もあり、財務の強化と今後の支部運営
の方向性と指針が明確化したのではないかと思います。次年度からは五十嵐新委員長を中心に、より強い組織を目指し、さらなる改革を期待
しております。一方で、広報啓発委員会では、吉田（良）理事を中心に、近隣市町村の市長に直接取材をした特集記事の掲載、そして広報誌
発行予算を増やす為、有料広告の掲載など多くの改革が行えました。広報啓発委員会を代表しまして、御礼申し上げます。２年間どうも有難
うございました。私自身今後は、副専務理事として宗像専務理事と共に事務局の効率化と職場環境の改善を第一目標とし頑張っていきたいと
思います。引き続きご理解ご協力をお願い申し上げます。

総務財務兼広報啓発委員会 委員長　小川　勝　

　消費者相談委員会では、不動産無料相談所を草加市・三郷市・八潮市において予定通り開設することができました。宅建オープンセミナーは、
９月１２日に八潮メセナホールに於きまして相隣関係と相続税及び税制改正についてのテーマで開催いたしました。次年度は、越谷支部・埼
葛支部との三支部合同での開催も予定しています。１０月と１１月には、情報提供委員会と合同で各市の市民まつり等で無料相談所を併設し
た不動産フェアを開催いたしました。
　法令遵守委員会では、１１月に指導員による事務所調査を実施いたしました。次年度対象となる会員の皆様にはご理解ご協力をお願いいた
します。以上のとおり、担当委員の皆様を始め会員の皆様のご支援ご協力により委員会活動を滞りなく行えましたことに感謝申し上げます。

　会員の皆様には、日頃より政策推進委員会の活動に対しましてご協力をいただき、誠にありがとうございます。
今年度の事業としましては、草加市・三郷市・八潮市の行政・議会へ、以下の意見提言活動を行いました。
　・地下鉄８号線誘致活動のさらなる推進（草加市・八潮市）
　・つくばエクスプレス線の東京駅までの延伸及び臨界部新路線への乗り入れ実現（三郷市・八潮市）
　・草加市柿木町産業団地整備の更なる推進及び東埼玉道路周辺土地利用促進（草加市）
　・固定資産評価審議会委員への公益社団法人埼玉県宅地建物取引業協会会員の登用（三郷市）
　・外環自動車道、東埼玉道路、八潮パーキングエリア等の沿道及び周辺の土地利用促進（八潮市）
　・八潮南部西地区、中央地区、東地区での建築物の敷地面積の最低限度規制緩和を求める請願の早期実現（八潮市）
　また、11月 10日には八潮市役所との意見交換会を行い、八潮地区参加委員より事前に出された３項目の質問に回答をいただきました。
今後も当委員会では、地域の活性化と不動産業界の発展に寄与できるような活動を行っていきたいと思いますので、引き続きご指導の程、よ
ろしくお願いいたします。

政策推進委員会 委員長　　森　正見

　会員の皆様におかれましては、日頃より当委員会の活動に対しましてご理解とご協力をいただいております事、委員会を代表いたしまして
厚くお礼を申し上げます。
　業務支援委員会では、会員間の相互理解と親睦を目指し、又、会員へのサービスとなるべく事業を行ってまいりました。昨年は１１月７日・
８日に親睦旅行として、京都の地で思う存分京料理を堪能していただき、歴史ある街並みや観光名所を周って参りました。また、青年部を中
心とした埼玉東支部主催のゴルフコンペにも多くの会員の皆様にご参加いただきました。
宅建協同組合への加入においては、県内トップの 40%という入会率を達成いたしました。皆様方のご理解とご協力に深く感謝申し上げます。

業務支援委員会 委員長　五十嵐　佳之

7 8

平成 30年度埼玉東支部新役員紹介

支部長
榎本　隆雄

　昨年、当協会は５０周年を迎える事ができました。これもひとえに会員の皆様のご理解とご協力の賜物と感謝しております。今年は次の５０年に
向けて大きな第一歩を踏み出すわけですが、先に行われました通常総会にてそれにふさわしい大変フレッシュな新しい理事及び役員を決定する事が
できました。総会の中でも時間を掛けてご説明しましたが、平成３２年より支部組織を現在ある７委員会より３委員会に統合し、よりスリムでコン
パクトな組織へ変わっていかなければなりません。そして公益社団法人としての使命がある一方で、新規会員の獲得などの為にはさらなる会員サー
ビスの拡大をしていかなければなりません。これからの２年間は組織変更の為のただの調整期間と考えず、大切な準備期間と捉え、榎本新支部長を
中心に今まで以上に頑張っていく所存でございます。つきましては、会員の皆様には引続き当協会並びに党支部事業へのご協力とご理解をお願い申
し上げます。

副支部長
木村　忠義

副支部長
吉田　準一

専務理事
宗像　健慈

総務財務兼広報啓発委員長
五十嵐　佳之

消費者相談兼法令遵守委員長
池永　幸生　

政策推進委員長
村上　昌巳

情報提供委員長
森　正見

副専務理事
小川　勝

業務支援委員長
小勝　元貴

副支部長
鈴木　邦男

宅建業免許更新、提出期間経過で

免許失効免許失効免許満了日の 90日前から 30日前まで
（協会経由：100 日前から 50日前まで）

要確認！

更新のための講習会は有効期限満了の 6か月前から受講が可能です。

宅地建物取引士証（宅地建物取引主任者証）の
有効期限は大丈夫ですか？

消費者相談兼法令遵守委員会 委員長　池永　幸生

【 監　事 】
草加地区　土屋　和男
八潮地区　古庄　正登
三郷地区　堀切　茂友

総務財務兼
広報啓発委員

〇神庭　精治
〇江川　晃　　
〇吉田　浩士　
　三輪　興之郎
　永堀　直樹
　古庄　正成
　石原　正行
　大野　正

（草加）
（三郷）
（草加）
（草加）
（草加）
（八潮）
（三郷）
（草加）

消費者相談兼
法令遵守委員

〇坂井　尚徳
〇飯山　英彦　
　石井　美津夫
　風口　伸一
　伊東　賢次
　坂齋　洋司

（草加）
（草加）
（三郷）
（八潮）
（草加）
（草加）

政策推進委員

〇林　　雄一
〇島根　東也　
　鈴木　日呂志
　中村　政和
　中村　義弘

（八潮）
（三郷）
（八潮）
（草加）
（草加）

業務支援委員

〇小幡　英之
〇小島　一茂
　大澤　剛之
　吉田　哲也
　白石　一智
　村上　眞紀

（草加）
（三郷）
（八潮）
（三郷）
（三郷）
（草加）

情報提供委員

〇服部　清二
〇杉浦　忠
　染谷　貴男
　佐藤　大介
　竪山　健太郎

（八潮）
（草加）
（草加）
（三郷）
（草加）

※　一覧の『〇』は各委員会の副委員長です。



新規入会業者及び退会業者

山一商事(株)・豊田建設(株)

阿部建設工業(有)・(株)ワイズホーム

ライク不動産販売 (株 )

三郷市早稲田1-4-1
（三郷６班）

代表取締役　府金　清一

TEL：048-951-9600
FAX：048-957-9599

( 株 ) エクスナビ

草加市西町632-5
（草加3班）

代表取締役　熊木　洋平

TEL：048-923-0077
FAX：048-999-5554

( 株 ) 晴光

草加市両新田西町392-6-2F
（谷塚１班）

代表取締役　宮井　えい子

TEL：048-999-5194
FAX：048-999-5195

新規入会業者

退会業者

エリア情報（草加・八潮・三郷）

『やしお駅前公園』

『そうか公園』

『におどり公園』

各エリアの最新情報や気になる情報を担当委員がお伝えするコーナーです

Soka

Yashio

Misato

Soka

Yashio

Misato

　今回は、「公園」をテーマに八潮地区からは、「やしお駅前公園」
を紹介させていただきます。
　「やしお駅前公園」は、平成２７年４月に開園しました。
文字通り、つくばエクスプレス線の八潮駅南口を出て、すぐのとこ
ろに位置しています。
この公園は、八潮市商工会からの提案を基に、市民の皆さんからの
意見を反映させ、八潮街並みづくり１００年運動において連携する
日本工業大学など５大学がデザインしました。平坦な八潮の地形に

　今回は、「公園」をテーマに紹介させていただきます。
　草加市唯一の総合公園「そうか公園」は、都市化が進む中で安全・
快適なまちづくりのため昭和４７年決定、昭和６３年に開設。以後
拡張整備をすすめ平成６年に総合公園として完成しました。（東京
ドームの約 4倍の総面積１７．８ha）
　平成５年には、市制３５周年を記念して姉妹都市カーソン市から
贈られた友情のシンボル「オイルポンプ」が設置されています。
園内には、多目的運動広場・自由広場・キャンプ場施設等様々なオー

埼玉東支部会員数　３３８社
（平成３０年２月現在）

草加１７２社・八潮７１社・三郷９５社

　「本当に住みやすい街大賞２０１７」において、「三郷中央」が１
都３県の「まち」の中で第４位に紹介され、対外的にも評価を受け
ています。
つくばエクスプレス「三郷中央駅」の目の前に広がる「におどり公園」
には、親水池や野外ステージがあり、夏にはジャズとグルメのイベ
ント「misato style」、秋には「ハロウィンフェス」などが開催され
イベント会場としても親しまれております。
今後、公園に隣接する市有地においては、平成３１年度の開業を目
指した宿泊施設並びに公共施設の建設も予定されており、さらなる
賑わいの創出が期待されています。（三郷地区担当　小島　一茂）
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三郷市栄4-128-1
（三郷2班）

代表取締役　吉田　健一

TEL：048-952-6656
FAX：048-952-6667

宝精密 (株 )

丘をデザインし、八潮市の顔を特徴づける空間を創出するとともに、市民のさまざまな余暇活動の拠点となるための施設を配置するオープン
ガーデン（みんなの庭）です。公園内には、市民の皆さんをはじめ、多くの方が楽しく利用できるよう、さまざまな特徴を持った 7つの広場
を配置しているほか、災害時の一時的な避難場所としての機能を備えています。開園以来、四季を通じてさまざまなイベントも開催されてい
ます。八潮市民はもとより、近隣住民の方々にも、是非、訪れていただきたい公園です。皆様も是非一度、いらしてください。一見の価値あ
りです。（八潮地区担当　林　雄一）

プンスペースが充実。春には桜の名所として、夏には花火大会、その他「そうか公園まつり」やフリーマーケット、陶器市など各種イベント
も開催され多くの人で賑わっています。今後も、多くの人に親しんでもらい憩いの場「そうか公園」で在ることを願っています。
（草加地区担当　永堀　直樹）

( 株 ) プロズホーム

八潮市中央１－１８－１３
(八潮2班)

代表取締役　佐藤　将義

TEL：048-949-6211
FAX：048-949-6244

編集後記
　埼玉東支部 NEWS　LETTER「輝」第１９号をお読み下さいまして有難うございました。今回は八潮
市を特集記事として取り上げさせていただきました。公務でお忙しい中、大山忍市長にはお時間をいただ
き、貴重なお話を伺うことができました。本当にありがとうございました。
　八潮市はつくばエクスプレスの開業とともに人口が増え続けています。以前の残土やスクラップの置き
場として利用されることが多かったイメージは今は無く、現在進行している「八潮駅」周辺の区画整理地
は高層マンションや商業施設、アパートや賃貸マンションを含む住宅地として生まれ変わっています。イ
メージの良し、悪しがまちづくりの全てでは勿論ありません。しかしながら、若者を引き付ける大きな要
素であることに違いはないと思います。大山市長には「まちのリーダー」として「八潮市＝住みたいまち、
住み続けたいまち」の具現化に向かって、これからもその先頭を走ってほしいものです。　
　結びに２年間編集長を務めさせていただきました。会員の皆様、ありがとうございました。次号より新
編集長のもとで埼玉東支部 NEWS　LETTER「輝」は発行されます。どんな紙面になるか、お楽しみに
してくださいね。

支部案内

公益社団法人 埼玉県宅地建物取引業協会　埼玉東支部
〒340-0003　埼玉県草加市稲荷 3-18-2

TEL：048-932-6767   FAX：048-932-6360

◆埼玉東支部ホームページ
http://www.takuken.or.jp/higashi

◆お問合せアドレス
saitamahigashi@takuken.or.jp

青年部Facebookページ
もご覧ください。

支部事務局

まだわからない事ばかりですが、１日でも早く
慣れるよう頑張りたいと思います。
どうぞよろしくお願いいたします。

中村　由美子　さん

新事務局員紹介

◆ 家族構成：夫・中３長男（受験間近）
　　　　　　　  小６次男（ミニバス八潮代表）
◆ 趣　味：ピアノ　　◆ 特　技：Bリーグ観戦

◆ 一言コメント

編集長　吉田　良一

四季折々の風景を感じることのできるそうか公園

森の広場特徴的なプレートベンチ

三郷中央駅前のにおどり公園にて賑わいを見せる「ハロウィンフェス」


